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Start No. Start No.
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21 2 ✔ 6

36 3 ✔ 7
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17 6 ✔ 11

✔ 7 ✔ 12

13 8 ✔ 13
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✔ 12 8 17

18 14 26 19

23 15 ✔ 22

✔ 17 8 23

18 24

✔ 19 8 29

✔ 20 8 28

✔ 22 32

Country Min Action Country Min Action

JPN 27 ＦＧ

JPN 53 ＦＧ

JPN 69 PC

4 3

1 7

KIM,JONG EUN

中川未由希（Ｃ） KIM,DA RAE

2-1

JEON,YU MI

CHEON,SEUL KI

Card

G42

CHO,EUN JI

-

HAN,HYE LYOUNG

CHA,SE NA

KIM,JONG EUN（C）永井　葉月

ＫＯＲＥＡ

日本 Full Time

JAPAN Half Time

-

Name

韓国

真野　由佳梨

三橋　亜記

西村　綾加

新井　麻月

試    合

Country

マレーシア／クアラルンプール

8th Women's Asia Cup
日    付 2013年9月27日 18:00～19:30

RESULT

第５戦 通算結果 日本　４勝１負　

PARK,MI HYUN大田　昭子

大家　涼子（GK) LEE,SIN HYE（GK）

坂井　志帆

錦織　えみ

天      候

小野真由美

Name Card

曇り

Country

場　　所

HONG,JI SEON

KIM,OK JU Y43

LEE,YOUNG SIL

OH,SUN SOON

大塚　志穂

眞鍋　敬子

永井　友理

AN,HYO JU

植田　　彩

及川　栞

吉川　由華（GK)

PARK,SEUNG A

UMPIRE IPPARRAGUIRRE,SOLEDAD(ARG) UMPIRE CHEN,HONG（CHN）

監督

柴田　あかね

Name Score

CHEON,EUN BI

BAE,SO RA（GK）

PARK,KI JU

大塚　志穂 2-0

三橋　亜記 1-0

柳　承辰 監督 HAN JIN SOO

Name Score

日本
シュート数

韓国
PC数

第８回女子アジアカップの決勝戦は、世界ランキング８位でプール予選でも戦った韓国との試合である。
（前半）
日本のセンターパスにより試合は開始された。予選でのチーム戦術の改善や修正をかけて望んだ決して譲れない一戦であった。立ち上がりから激しくぶつかり合う両
チーム。序盤から一進一退の展開となった。１０分、日本が右サイド攻撃からチャンスを作る。柴田がベースラインをリフティングドリブルで突破し、新井がヒットシュートを
放つが相手のスティックに阻まれる。１５分、２３分と韓国に攻め込まれ、ＰＣを与えるものの日本の守備陣は落ち着いてクリア。試合が動いたのは２７分、修正した戦術
の一つであるミドルパスによる２３Mまでの攻撃の形から日本がサイドチェンジから左サイドの攻撃をしかけ、大塚がドリブルでサークルイン。リバースパスでゴール前へ
通すとそれを三橋がプッシュシュートで先制点をあげた。その後も両チームの激しい攻防が続いたが、そのまま１－０で前半を折り返した。
（後半）
後半の戦い方に変化をつける日本は、開始１０分間はラインを下げ、まず守備を徹底した。相手のロングボールによる攻撃に対して日本は真ん中を固めながら守備ライ
ンをつくり、小野、及川を中心に韓国の攻撃を落ち着いてサークル外で守り、韓国に得点のチャンスを与えない。後半１０分を過ぎると、日本は攻撃的なシステムに切り
替え、ライト攻撃を徹底して行った。その作戦により、５３分、右サイド２３Ｍ付近でのフリーヒットからサークルトップにリードした新井へパス。それをサークル内でリードし
た大塚へ連続パスの連携から、大塚がプッシュシュートで左下に決めた。５５分にも及川のスクープからチャンスが生まれ、シュートまで行くものの相手のゴールキー
パーのファインセーブにより得点には至らない。残り１５分となり、後半開始同様に日本は守備的なシステムに戦術を変え、守りに徹していた。それに対して韓国は６７分
にゴールキーパーをフィールドプレイヤーに交代して韓国は最後の攻勢をかけた。数的不利になる状況下でＰCを与え、左タッチシュートを決められ失点をしたが、残り時
間をうまく逃げ切り、日本は韓国に２－１で勝利した。この結果により、日本は２度目のアジアカップ制覇を成し遂げ、新たなアジアのチャンピオンになった。同時に自力で
２０１４年にオランダで開催されるワールドカップの出場権も獲得した。


